
（12）令和２年４月３日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
３
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　
　

３
月
18
日
～
20
日
ま
で
の
３
日
間
、

西
諸
畜
連
で
、
３
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
上
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は

解
約
や
値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

飼
養
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や

尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で

も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る

か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期

出
荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所

得
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
品
評
会
に
出
品
し
、

付
加
価
値
の
高
い
優
良
素
牛
生
産
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
優

良
雌
子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更

新
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い

こ
と
は
畜
産
課
（
℡
３
３
―
５
７
４
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☆
３
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

３
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

３
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。
成

績
は
下
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
事
前

に
下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方

は
、
畜
産
課
（
℡
３
３
―
５
７
４
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☆
３
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

３
月
13
日
、
西
諸
畜
連
で
郡

子
牛
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
11

頭
が
出
品
さ
れ
、
成
績
は
下
記

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報
◎
畜
産
関
係
◎

令和２年３月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回 前回 ( 令和２年２月 ) 前年 ( 平成３１年３月 )

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増　減 頭数 平均価格 増　減

メス 107 630,804 110 732,690 △101,886 81 764,453 △133,649

去勢 98 717,222 117 861,111 △143,889 112 876,439 △159,217

計 205 672,116 227 798,881 △171,565 193 829,440 △157,324

令和２年３月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 第 １ ８ よ し み 坂 元 一 貴

壱等賞１席 す ず 塩 屋 大 吾

壱等賞２席 ま な 日 高 将 也

壱等賞３席 や ま ひ め の ９ 山 之 口 政 人

壱等賞 み つ こ 武 井 敏 光

〃 し え る 日 高 将 也

〃 み や び ３ ９ ５ 横 山 大 樹

〃 第 １ ７ と よ し げ 坂 元 睦 子

〃 ま さ こ 大 竹 勝 美

〃 し お ん ２ ６ 拂 田 慶 一 郎

〃 ほ の か 川 越 政 文

弐等賞 な つ み 北 馬 越 誠

〃 す ず ね 竹 下 忍

〃 み な づ き 福 満 勝 夫

〃 あ や か 堀 辰 也

〃 は る み 吉 留 　 徹
※壱等賞３席から下の壱等賞と弐等賞は、序列は付けてありません。

令和２年３月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞１席 第 １ ８ よ し み 坂 元 一 貴
優等賞８席 す ず 塩 屋 大 吾
壱等賞 や ま ひ め の ９ 山 之 口 政 人
〃 み つ こ 武 井 敏 光
〃 し お ん ２ ６ 拂 田 慶 一 郎
〃 み や び ３ ９ ５ 横 山 大 樹
〃 第 １ ７ と よ し げ 坂 元 睦 子
〃 ま な 日 高 将 也
弐等賞 し え る 日 高 将 也
〃 ほ の か 川 越 政 文
〃 ま さ こ 大 竹 勝 美

※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

分娩難産時の対応について

１．難産を判断するポイント
（１）陣痛開始から４時間以上たっても陣痛が強くならない場合。
（２）陣痛が強くなってから２時間以上経過しても胎胞（第１破水）が見えない場合
（３）第１破水から２時間経過しても足胞（第２破水）が現れない場合。
（４）前肢が現れても鼻端がみえない場合。
（５）肢が１本しかみえない場合。
（６）前肢がみえないのに鼻端や頭部が出てきた場合

２．胎児の体制確認
　強い陣痛が始まって２時間程度経過しても分娩が進まない場合や、破水しても胎児が出て
こない場合は、子宮内に手を入れて胎児の体勢を確認する必要があります。
両前肢と頭を確認出来ない場合や、それ以外のものが確認出来る場合には胎児の奇形や、異
常姿勢あるいは双子の可能性が考えられます。
　子宮内に手を入れる際は必ず消毒を行いましょう。

４．その他の注意点
　また、通常は胎膜が破れて子牛が生まれてきますが、時々胎膜に覆われたままで子牛が出
産されることがあります。この場合、直ちにその胎膜を破かなければ子牛が窒息死してしま
います。産道に対する胎児の過大や陣痛微弱、子牛の異常姿勢などの場合には牽引などの助
産が必須となります。

３．異常姿勢
　通常、胎児は正常頭位という姿勢で生まれてきますが、その他異常姿勢をとることがあり
ます。異常姿勢の場合には必ず獣医師の診療を依頼しましょう。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
は
目
前
！

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
高
温
対
策

２
．
軟
弱
果
対
策

本
圃
管
理

①
株
の
整
理

・
枯
葉
や
果
梗
は
病
気
の
発
生
源
と
な
る

の
で
、
早
め
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

・
徒
長
し
た
株
や
ダ
ニ
の
多
い
株
で
は
、

葉
か
ぎ
を
強
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
軟
弱
果
対
策

・
日
中
の
温
度
が
上
が
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
、
谷
や
サ
イ
ド
、
妻
面
換
気
を
十
分

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
最
低
温
度
が
10
℃
以
上
に
な
れ
ば
、
夜

間
も
開
放
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
潅
水
は
こ
ま
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
収
穫
は
午
前
中
に
行
い
、
収
穫
間
隔
も

短
く
し
て
、
果
実
は
丁
寧
に
扱
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
病
害
虫
防
除

・
ハ
ウ
ス
を
開
放
す
る
時
期
に
な
る
と
ス

リ
ッ
プ
ス
や
ダ
ニ
が
発
生
し
や
す
く

な
る
の
で
、
ハ
ウ
ス
周
辺
の
除
草
や
雑

草
防
除
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

親
株
管
理

①
株
の
整
理

・
下
葉
、
花
蕾
、
果
実
は
早
め
に
除
去
し

て
く
だ
さ
い
。

・
芽
数
の
整
理
は
３
芽
以
上
に
な
ら
な
い

よ
う
に
整
理
し
ま
す
。
ま
た
、
葉
数
は

１
芽
に
６
枚
程
度
で
す
。

②
さ
が
ほ
の
か
管
理

・
４
月
～
５
月
下
旬
ま
で
に
出
た
ラ
ン

ナ
ー
は
親
株
と
し
て
使
用
す
る
た
め

18
㎝
ポ
ッ
ト
で
受
け
、
受
け
た
ポ
ッ
ト

の
端
の
ほ
う
に
エ
コ
ロ
ン
グ
ト
ー
タ

ル
３
９
１（
40
日
タ
イ
プ
）を
２
ｇ
入

れ
て
お
き
ま
す（
ラ
ン
ナ
ー
の
下
に
は

肥
料
は
置
か
な
い
）。

☆
栗　
　
　
　

　
（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

４
月
に
入
り
、
新
芽
が
萌
芽
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ク

ス
サ
ン
等
の
害
虫
の
発
生
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ク
ス
サ
ン
に
つ
い
て
は
食

害
中
の
幼
虫
を
枝
ご
と
園
外
除
去
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ク
イ
ム
シ
の
発
生
で
木
の
枯
れ
込

み
が
増
え
ま
す
の
で
ガ
ッ
ト
サ
イ
ド
Ｓ

を
１
・
５
倍
に
希
釈
し
、
地
際
か
ら
１
・
５

ｍ
の
高
さ
ま
で
塗
布
し
て
管
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

☆
キ
ン
カ
ン　
　

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

剪
定
の
時
期
で
す
。
４
月
中
に
は
剪

定
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
要
な
枝
の
除
去
、
結
果
枝
の
整
理
を

行
い
、
永
久
樹
の
日
当
た
り
を
悪
く
し

て
い
る
間
伐
樹
は
切
り
詰
め
、
樹
冠
全

体
に
光
が
当
た
る
よ
う
に
空
間
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

剪
定
終
了
後
に
、
樹
勢
回
復
の
た
め
の

基
肥
を
施
用
し
、
十
分
な
潅
水
を
し
ま

し
ょ
う
。
新
芽
萌
芽
後
の
晩
霜
被
害
に

注
意
し
、
４
月
末
ま
で
は
再
加
温
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
生
姜　
　
　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

作
付
け
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
圃

場
に
つ
い
て
は
冠
水
、
浸
水
の
お
そ
れ

の
な
い
無
病
地
を
選
定
し
、
伏
せ
こ
み

の
準
備
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
種
シ
ョ

ウ
ガ
は
低
温
に
弱
い
の
で
種
シ
ョ
ウ
ガ

割
り
は
霜
害
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
４

月
上
旬
頃
か
ら
行
い
ま
す
。
選
別
で
は

腐
敗
な
ど
傷
ん
で
い
る
も
の
を
取
り
除

き
、
１
０
０
～
１
５
０
ｇ
程
度
の
も
の

を
伏
せ
こ
み
ま
す
。
伏
せ
こ
み
後
は
地

温
確
保
の
た
め
、
パ
オ
パ
オ
な
ど
の
べ

た
掛
け
を
行
う
と
発
芽
も
早
く
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
伏
せ
こ
み
は
４
月
中
旬
ま
で
に

は
終
わ
る
よ
う
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

☆
玉
ね
ぎ　
　
　

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

圃
場
内
で
べ
と
病
や
軟
腐
病
等
の
発

生
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
近
年
の
気
候

の
変
化
に
よ
り
、
収
穫
前
の
べ
と
病
は
収

穫
量
に
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

雨
前
を
基
本
に
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

（
予
防
）や
リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｚ
水

和
剤（
予
防
・
治
療
）等
の
散
布（
展
着
剤

は
ミ
ッ
ク
ス
パ
ワ
ー
を
加
用
）を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
今
後
も
排
水
対
策
は
徹
底
し

て
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
菊　
　
　
　
　

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

夏
菊
採
穂
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
採
穂

前
に
必
ず
病
害
虫
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
病
害
を
圃
場
内
に
持
ち
込
む
と
防

除
が
困
難
に
な
り
、
コ
ス
ト
も
か
さ
み

ま
す
。
ま
た
、
親
株
摘
心
後
の
側
枝
が

伸
び
す
ぎ
な
い
よ
う
に
採
穂
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

気
温
が
高
く
な
り
、
チ
ョ
ウ
目
害
虫
・

ハ
マ
キ
ム
シ
類
が
発
生
す
る
時
期
と
な

り
ま
す
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
４
月
下
旬

よ
り
収
穫
・
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、

７
日
～
10
日
間
隔
で
防
除
を
行
い
な
が

ら
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

球
根
養
成
期
に
入
り
ま
す
。
生
育
の

悪
か
っ
た
株
や
ウ
イ
ル
ス
株
は
早
目
に

抜
き
取
り
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

球
根
養
成
時
期
は
潅
水
間
隔
を
徐
々

に
広
げ
な
が
ら
水
を
切
っ
て
い
き
ま
す
。

急
激
な
潅
水
中
止
は
球
根
の
肥
大
に
影

響
を
与
え
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
上
が
っ
て
き
た
蕾
は
早
目
に

摘
み
取
っ
て
球
根
に
養
分
が
行
き
渡
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

４
月
以
降
、
気
温
が
上
が
っ
て
き
た

ら
ハ
ウ
ス
の
換
気
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。
夜
間
も
サ
イ
ド
を
解
放
す
る
な
ど

し
て
、
ム
レ
な
い
よ
う
な
管
理
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
乾
燥
す
る
と
う
ど
ん
こ
病
や

ダ
ニ
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
適

期
の
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー　

　
（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

露
地
ゴ
ー
ヤ
ー
の
定
植
準
備
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
露
地
の
棚
づ
く
り
が
終

わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
胡
瓜
ネ
ッ
ト

と
エ
ス
タ
ー
線
を
う
ま
く
使
用
し
、
早

め
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
定
植
日

ま
で
に
は
、
棚
作
り
と
圃
場
準
備
が
完

了
す
る
よ
う
に
計
画
的
な
作
業
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
ピ
ー
マ
ン　
　

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
初
期
の

着
果
負
担
は
流
れ
果（
不
着
果
）の
発
生

に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
１
番
果
～
２
番

果
ま
で
は
落
と
し
て
、
ま
ず
は
し
っ
か

り
と
し
た
樹
を
作
る
こ
と
に
専
念
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
４
月
後
半
か
ら
気
温
の
上
昇

に
つ
れ
て
尻
腐
果
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
主
な
原
因
と
し
て
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
欠
乏
、
潅
水
不
足
、
高
温
に
よ

る
も
の
で
す
。
開
花
後
20
日
か
ら
30
日

に
か
け
て
の
果
実
肥
大
期
に
発
生
率
が

高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
早

め
の
カ
ル
シ
ウ
ム
資
材
の
施
用
が
必
要

で
す
。
開
花
後
10
日
頃
の
指
果
に
な
る

直
前
に
カ
ル
ア
ッ
プ
１
０
０
０
倍
液
の

葉
面
散
布
を
行
い
、
こ
れ
を
１
週
間
に

１
回
の
間
隔
で
定
期
的
に
行
う
こ
と
が

効
果
的
で
す
。　

ま
た
、
水
分
が
不
足

し
て
も
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
を
招
き
ま
す
。

通
常
は
1
日
あ
た
り
３
ｔ
～
５
ｔ/

10
ａ

の
潅
水
量
が
目
安
で
す
が
、
最
高
気
温

が
30
度
を
超
え
る
よ
う
な
高
温
時
に
は

１
日
あ
た
り
８
ｔ
～
10
ｔ/

10
ａ
を
複
数

回
に
分
け
て
行
う
少
量
多
回
数
の
潅
水

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ウ
ス
内
の
急
激
な
温
度
上
昇
に
注

意
し
、
日
中
し
っ
か
り
と
換
気
を
行
い

な
が
ら
遮
熱
資
材
や
循
環
扇
な
ど
を
活

用
し
て
温
度
調
整
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
中
村
真
吾
）

　

ほ
う
れ
ん
草
の
出
荷
も
終
盤
に
な
り

ま
し
た
。
収
穫
時
の
葉
先
枯
れ
や
異
物

混
入
が
な
い
よ
う
に
選
別
作
業
を
徹
底

し
た
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
気
温
が
高
く
な
れ
ば

病
害
虫
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
コ
ナ
ガ
な
ど

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
早
期
防

除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
コ
ナ
ガ
は

薬
剤
抵
抗
性
の
発
達
が
早
い
の
で
、
同

一
系
統
の
薬
剤
使
用
は
避
け
作
用
機
構

の
異
な
る
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防

除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
に
つ
い
て
も
発
病
後
の
薬
剤
散

布
で
は
効
果
が
劣
る
の
で
、
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

や
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド
ー
な
ど
の
銅
水
和

剤
を
使
用
し
、
発
生
前
の
予
防
防
除
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
後
は
追
肥
の
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
、
結
球
開
始
頃（
本
葉
20
枚
前

後
）草
勢
を
見
て
Ｎ
Ｋ
２
号
を
20
㎏/

10

ａ
を
目
安
に
施
肥
し
、
同
時
に
除
草
を

兼
ね
た
土
寄
せ
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ　
　

　
（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

定
植
間
近
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
排

水
対
策
を
十
分
に
行
い
定
植
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　

Ｊ
Ａ
に
依
頼
さ
れ
た
苗
の
受
渡
し
に

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
末
ま
で
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
必
ず
４
月
中

に
引
取
が
完
了
す
る
よ
う
計
画
的
な
定

植
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

☆
里
芋　
　
　

　
（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

３
月
末
頃
か
ら
芽
出
し
作
業
の
時
期

に
な
り
ま
す
が
、
芽
出
し
作
業
が
遅
れ

る
と
芽
が
焼
け
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
定

期
的
に
圃
場
確
認
を
行
い
、
遅
れ
な
い

よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
疫
病
対
策
と
し
て
芽
が
出

揃
っ
た
段
階
で
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和

剤（
１
０
０
０
倍
）＋
展
着
剤（
ス
カ
ッ

シ
ュ
：
１
０
０
０
倍
）の
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷　
　
　
　

（
担
当
：
梅
木
）

　

昨
年
度
え
び
の
市
で
も
発
生
が
確
認

さ
れ
た
甘
藷
茎
・
根
腐
敗
症
の
対
策
の

た
め
土
壌
消
毒
や
植
付
け
前
の
苗
の
消

毒
は
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
降
雨
時
の
雨
水
が
長
時
間
溜

ま
る
圃
場
で
は
根
傷
み
を
起
し
や
す
く

腐
敗
も
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
た
め
、
排
水
の
良
い
圃
場
選
定
を

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

農業用廃プラスチック集積日
農業用廃プラスチックは決められた収集日に出し
てください

◎塩化ビニール ( ハウス用ビニール等 )
　集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
　集  積  日　偶数月第３火曜日　４月１日
　時　　間 　午前９時～午後４時

※ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してください

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問

い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸

課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
．
水
稲
の
育
苗
時
期
が
目
前
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
　

今
年
も
丈
夫
で
良
い
苗
作
り
が
で

き
る
よ
う
今
の
内
か
ら
計
画
を
立
て
、

育
苗
時
期
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
　

作
業
計
画
を
立
て
る
際
は
田
植
え

予
定
日
を
基
準
と
し
て
計
画
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

播
種
機
や
農
業
機
械
の
点
検
・
整

備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？　

水
稲
苗

や
肥
料
、
農
薬
の
注
文
も
れ
や
、
数

量
の
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
も
白
鳥
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
６

月
１
日
か
ら
の
田
植
え
苗
注
文
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

植
付
予
定
の
品
種
が
複
数
あ
る
場

合
は
、
混
入
防
止
の
た
め
に
も
植
付

け
日
を
品
種
ご
と
に
変
え
る
な
ど
と

い
っ
た
防
止
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

　
○
種
も
み
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
た
米
を
Ｊ
Ａ
米
と

し
て
取
り
扱
う
要
件
の
一
つ
に
種
子
更

新
が
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
年
の
種
子
更

新
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
販
売
し
て
い
る
種
子

籾
は
未
消
毒
種
子
で
す
の
で
、
購
入
し

た
種
子
籾
は
塩
水
選
及
び
種
子
消
毒
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
手
順
に
つ

い
て
は
稲
作
暦
に
も
イ
ラ
ス
ト
付
き
で

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

作
業
の
際
、
他
品
種
の
種
子
が
混
入

し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
情
報

◎
農
産
関
係
◎

営営

◎薬剤による消毒
　種籾４ｋｇの場合
　水・・・・・・・・・・・・８Ｌ
　テクリードＣフロアブル・４０ml
　スミチオン乳剤・・・・・・８ml
　希釈した溶液に２４時間の浸漬を行い
ます。
○廃液は河川、用水路、下水などの水系

に絶対に廃棄しないでください。
○薬液で消毒した種子は日陰など風通し

の良いところで乾かしましょう。水洗
いは厳禁です。

◎温湯消毒
　４月より温湯消毒機の利用を開始します。温湯消毒機の
使用方法については、２月に配布した栽培ごよみに掲載し
ていますので、ご確認ください。

現在予約受付中です。
ご予約の際は野菜集荷場（33-1006）までお願いします。

塩水選および種子消毒について
　ＪＡ米での出荷には種子更新が必須の条件となっていますが、購入された種子籾は消毒が
されていません。健苗育成のためにも、塩水選と種子消毒は必ず実施しましょう。

◎塩水選（終わったら必ず水洗いをしましょう）
　水　　・・・　１０Ｌ
　食塩　・・・８００ｇ（※溶けにくいので十分かき混ぜましょう）
　※もち種については充実の関係から水のみで行います。

設置場所…ＪＡえびの市 野菜集荷場
利用方法…完全予約制（電話連絡可）
利用期間…４月１日～５月３１日
　　　　　※日・祝日は稼動しません。
利用料金…２２０円（税込）（４kg 以内）以降１kg
　　　　　増えるごとに５５円（税込）加算となります。
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

営農情報 ◎担い手支援関係◎

令和２年度　米の予約受付について
　令和２年度の米の予約の受付を下記の日程により行います。対象の公民館等で受付を行って
ください。当日は、市役所による生産調整・転作受付、NOSAI による水稲共済受付も同時に行
います。

＊必要なもの……令和２年度米販売予約申込調査表、転作計画書、
　　　　　　　　印鑑（口座印）、通帳（新規・口座変更の方のみ）
＊受付場所 ………各自治会の公民館

※ただし麓（飯野）・町は飯野コミュニティーセンター（研修室２）、駅前・中原田・上原田は
中原田公民館、尾八重野・東長江浦上は東長江浦上公民館、高野・苧畑は苧畑公民館、中島
はＪＡえびの市加久藤支店で行ないます。
期　　日 午前9時～10時 午前10時30分～11時30分 午後1時～2時 午後2時30分～3時30分
４月13日
（月）

水 流 東 内 竪 中 内 竪 西 内 竪
京 町 南 岡 松 北 岡 松 溝 ノ 口

４月15日
（水）

上 島 内 下 浦 柳 水 流 亀 沢
下 島 内 上 向 江 南 昌 明 寺 北 昌 明 寺

４月17日
（金）

東長江浦上・尾八重（東長江浦上公民館） 東 長 江 浦 下 西 長 江 浦 下 西 長 江 浦 上
榎 田 牧 の 原 栗 下 大 溝 原

４月23日
（木）

松 原 前 松 原 湯 田 麓（ 加 久 藤 ）
永 山 灰 塚 田 代 出 水

４月27日
（月）

大 明 司 坂 元 山 内 麓（飯野）・町（飯野コミュニティセンター）

末 永 池 島 西 上 江 中 上 江

４月28日
（火）

午前9時～10時 午前10時30分～午後12時30分 午後2時～4時
中島（ＪＡえびの市加久藤支店） 上　　　　浦 中 浦
午前9時～10時30分 午前11時～午後12時30分 午後2時～3時30分
西 川 北 東　　　川　　　北 西 郷

４月30日
（木）

午前9時～10時 午前10時30分～11時30分 午後1時～2時 午後2時30分～3時30分
東 原 田 杉 水 流 五 日 市 今 西

午前9時～10時 午前10時30分～午後12時 午後1時30分～3時
堀 浦 下　　大　　河　　平 上 大 河 平

５月1日
（金）

午前9時～10時30分 午前11時～午後12時30分 午後2時～3時30分
上 上 江 前　　　　田 苧畑・高野（苧畑公民館）

午前9時～10時 午前10時30分～午後12時30分 午後2時～4時
駅前・中原田・上原田（中原田公民館） 南　　原　　田 白 鳥

※公民館で受付ができない方は、受付のない日、または５月７日（木）以降に市役所・ＪＡ・共済組合
でそれぞれ手続きをしてください。

※申請・計画変更等の締め切り日は６月２６日（金）までです。申請されない場合は交付されません。

【お問い合わせ先】　ＪＡえびの市　販売課（３３- ３１１１）・担い手支援課（３３- ５７５８）
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

プリエール「あんしんの会」会員募集中
加入金２, ０００円のみでプリエール会員になられると大きな安心と魅力いっぱいの特典が得られます。
ＪＡえびの市葬祭は、優しさと安らぎの真心を込めて、その厳かな儀式のお手伝いをさせて頂きます。
　⑴　会員の条件（いずれか一つの条件で加入できます）
　　①　ＪＡえびの市の定期積金あんしんを保有されている会員。
　　②　ＪＡえびの市にて年金を受給されている会員。
　　③　加入金を納付された方。
　⑵　加入金は
　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は、２, ０００円と致します。
　　②　一般利用者は３, ０００円とし加入金の内１, ０００円はＪＡえびの市への出資金と致します。
　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の２, ０００円を、葬儀費用に充てるものとし会員資格を喪失致
　　　します。
　⑶　プリエール会員の特典
　　①　この会の会員とその親族が、JAえびの市葬祭を利用されたときは、燈篭か花環のいずれかを進
　　　呈いたします。また、葬儀利用高に対し１％の利用戻しを実施いたします。
　　②　燈篭の２割引（会員本人の名前が名札に入る場合に限る）
　　③　花環の２割引（会員本人の名前が名札に入る場合に限る）
　　④　二つ以上重複して会員資格を有する会員には、さらに葬儀代金 10,000 円を割引いたします。
　　⑤　ＪＡえびの市葬祭定期積金「あんしんの会」会員はＪＡえびの市が別途定めた定期積金あんしん
　　　要領による割引もいたします。
　⑷　利用者特典の範囲は
　　親族の範囲は、祖父母、両親、配偶者の両親、会員の同居の兄弟、子供、孫とします。

※　お申し込み　お問い合わせ先　　　　　（株）ジェイエイえびの市葬祭　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎３５－０７２７㈹　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プリエール加久藤会館　プリエール飯野会館

祖父母

両　親 子　供

孫
会員の同居の兄弟

会員本人 配偶者 両　親

道

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

大型連休中（４月２９日～５月６日）の営業案内
○印がついている日は営業しています。

連休中に営業する各事業所の営業時間は８時３０分～１７時です。
4月

28日㈫
29日㈬
昭和の日 30日㈭ 5月

1日㈮ 2日㈯ 3日㈰
憲法記念日

4日㈪
みどりの日

5日㈫
こどもの日

6日㈬
振替休日 7日㈭

Ｊ Ａ 業 務

通
常
営
業

休

通
常
営
業

通
常
営
業

休　　業

通
常
営
業

夢 工 房 休 休　　業
グリーンセンター 休 〇 休 休 休 〇
農機センター 休 〇 〇 休 〇 〇
野 菜 集 荷 場 〇 〇 休 〇 休 〇
給 油 所 休 〇 休 〇 休 〇

プロパンガス 休 休　　業
ガス切れの場合は　☎３３－５６０４　へご連絡ください。

Ｊ Ａ 共 済 休

休　業
事故受付は　☎０１２０－２５８９３１　へご連絡ください。２４時間事故受付

いたします。
レッカー・ロードサービス（パンク・バッテリー上がり等）のサポート受付は

☎０１２０－０６３９３１　へご連絡ください。２４時間手配受付いたします。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1	

冬
が
終
わ
る
と
や
っ
て
来

ま
す

2	

羊
や
ア
ル
パ
カ
の
毛
の
こ

と

3	

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
下

処
理
の
際
に
取
る
物

5	

掃
き
掃
除
を
す
る
と
き
に

使
い
ま
す

6	

欲
し
か
っ
た
商
品
が—

—

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
…
…
残

念

8	

瞬
間—

—

の
蛇
口
か
ら
熱

湯
を
く
ん
だ

11　

契
約
書
や
伝
票
に
押
し
ま
す

12　

ハ
ト
の
形
を
し
た
笛

13　

輪—
—

、
消
し—

—

、—
—

手
袋

15　

物
の
重
さ
の
こ
と

16　

選
挙
の
立
候
補
者
が
肩
か
ら

掛
け
ま
す

19　

木
が
た
く
さ
ん
生
い
茂
っ
て

い
る
所

20　

患
者
を
診
察
す
る
人

★
タ
テ
の
カ
ギ

1	

ビ
ニ
ー
ル—

—

の
中
で
作

物
を
育
て
た

4	

ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ポ
ー

ン

7	

口
紅
を
片
仮
名
言
葉
で
い

う
と

9	

メ
ロ
ン
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
も

こ
の
仲
間

10	

ハ
ワ
イ
の
代
表
的
な
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
。
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ヘ
ッ
ド
が
見
え
ま
す

13　

視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
味
覚
、

嗅
覚
の
こ
と

14　

臭
い
た
め
嫌
わ
れ
や
す
い
昆

虫

17　

国
語
、
数
学
、—

—

、
社
会

18　

ウ
ナ
ギ
の
内
臓
を
使
っ
て
作

る
汁
物

21　

菜
の
花
の
咲
く
頃
に
降

る—
—

梅
雨

22　

土
俵
の
上
で
戦
い
ま
す

３
月
号
の
当
選
者

　

３
月
号
の
答
え
は「
ジ
ン
チ
ョ

ウ
ゲ
」で
し
た
。正
解
者
総
11
人

の
中
か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
田　

中　

フ
サ
子（
飯　

野
）

▽
永　

田　

祥　

子（
飯　

野
）

▽
有　

村　

静　

夫（
加
久
藤
）

▽
白　

石　

明
日
香（
真　

幸
）

▽
福　

元　

三
重
子（
真　

幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
１
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

4
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
5
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ア
パ
ナ
チ
ュ
ー
ル
ト
ラ
ベ

ル
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープマーク品・
薬 用 歯 磨 き ア パ ナ
チュールと歯ブラシの
セットです。外出時や
旅行時にも便利。色は
選べません。



（20）令和２年４月３日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和２年４月３日発行 （20）

広
報

Ｊ
Ａ

え
び

の
〈

発
行

〉
〒

889-4311　
宮

崎
県

え
び

の
市

大
字

大
明

司
1061-1　

え
び

の
市

農
業

協
同

組
合

　
　

　
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

２
年

４
月

３
日

発
行

行　　事　　予　　定
令和２年４月１０日～令和２年５月１１日

　

３
月
５
日
、
25
日
に
本
店
で
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
５
日
開
催

◉
審
議
事
項
◉

□
令
和
元
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分(

案)

に
つ
い
て

□
令
和
元
年
度
部
門
別
損
益
計
算
書
に

つ
い
て

□
第
42
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い

て
□
第
42
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ

い
て

□
総
代
会
で
の
議
決
権
行
使
書
の
取
扱

い
に
つ
い
て

□
宮
崎
県
常
例
検
査
報
告
に
つ
い
て

□
令
和
元
年
度
不
良
債
権
圧
縮
計
画
に

基
づ
く
実
績
と
令
和
２
年
度
不
良
債

権
比
率
の
目
標
設
定
に
つ
い
て

□
令
和
２
年
度
事
業
計
画(
数
字
編)

に
つ

い
て

◉
協
議
事
項
◉

□
え
び
の
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
要
請
に

つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

□
令
和
２
年
度
定
期
人
事
異
動
に
つ
い

て
□
国
債
の
売
却
に
つ
い
て

□
選
挙
区
別
の
総
代
の
定
数
に
つ
い
て

□
監
事
室
運
営
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

□
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

□
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

３
月
25
日
開
催

◉
審
議
事
項
◉

□
農
産
物
系
外
取
引
に
つ
い
て

□
令
和
元
年
度
み
や
ざ
き
の
農
を
支
え

る
ひ
な
た
資
金
（
経
済
変
動
・
伝
染

病
等
対
策
資
金
）
の
金
利
設
定
に
つ

い
て

□
給
与
規
定
の
職
務
手
当
支
給
基
準
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

□
え
び
の
市
へ
の
資
金
貸
付
に
係
る
利

率
設
定
及
び
決
定
時
の
貸
付
に
つ
い

て
□
農
家
経
営
緊
急
対
策
資
金
貸
出
要
項

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

□
購
買
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
□
当
組
合
に
お
け
る
取
引

の
リ
ス
ク
評
価
書
の
改

正
に
つ
い
て

□
第
42
回
通
常
総
代
会
で

の
感
謝
状
の
贈
呈
に
つ

い
て

□
令
和
元
年
度
事
業
報

告
、
注
記
表
及
び
附
属

明
細
書
に
つ
い
て

◉
協
議
事
項
◉

□
第
42
回
通
常
総
代
会
の

開
催
方
法
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

□
大
口
与
信
先
上
位
30
先

に
つ
い
て

□
第
42
回
通
常
総
代
会
提

出
議
案
の
順
序
変
更
に

つ
い
て

□
身
元
保
証
人
契
約
書
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

□
令
和
元
年
産
米
飯
米
余
剰
分
出
荷
に

つ
い
て

□
第
42
回
通
常
総
代
会
で
の
優
良
組
合

員
表
彰
に
つ
い
て

□
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

□
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
者
の
変
更

に
つ
い
て

□
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

□
会
計
監
査
人
の
再
任
に
か
か
る
協
議

結
果
の
報
告
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

４

10 金 ふれあい日五種混合予防注射
12 日 休日年金・ローン相談会
13 月 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
14 火 郡子牛品評会
15 水 	異常産予防注射
16 木 	和牛登録検査
17 金 	異常産予防注射

20 月
足湯の駅えびの高原　オープン
県下一斉消毒の日
子牛セリ市（～２２日）

21 火 道の駅えびの休肝日廃プラ集積日（塩化ビニール）
22 水 生産資材特売会

23 木 オーツヘイ即売会ＪＡ－ＳＳ感謝セール

24 金 第４２回通常総代会ＢＬ採血
28 火 耳標装着

29 水
昭和の日
ＪＡ－ＳＳ
グリーンセンター
ＭＣ

５

１ 金 ＢＬ採血申込締切 ( ７月セリ市分 )

３ 日
憲法記念日
ＪＡ－ＳＳ
グリーンセンター
野菜集荷場

４ 月
みどりの日
グリーンセンター
ＭＣ

５ 火

こどもの日
人工授精休日
グリーンセンター
ＪＡ－ＳＳ
野菜集荷場

６ 水 振替休日
７ 木 ＪＡ主催子牛品評会
８ 金 馬頭観音祭
９ 土 成牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市
11 月 ふれあい日

休業

休業

休業

休業


